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中央競技団体による普及・マーケティングに係るモデル形成支援事業
(公財)日本フェンシング協会 ≪スポーツ体験のレジャー化≫

競技人口の拡大における課題の一つとして、「実際に体験する」ことへの
高いハードルが存在。「知っている」「興味がある」から「やったことがある」への
移行を円滑にするため、レジャー・体験予約サイト「アソビュー」と連携。
①体験パッケージ造成、②モニターツアー、③2回の教室展開、④月間
約500万ページビューを誇る「asoview!」への掲載等によるプロモーション
を実施。61名が教室体験に参加したほか、テレビや新聞、ウェブなど、多く
のメディアで取組が報道された。

(公財)日本アイスホッケー連盟≪試合自動撮影技術の実証≫
通信速度がこれまでの100倍となる5G時代においては、動画コンテンツ
の流通がこれまで以上に活発化すると予想される中、マイナースポーツ競技
が動画コンテンツのビジネス化を図る上では、撮影コスト等の映像提供に係
るコストを削減することが重要。
同実証事業では、AI画像解析技術を活用する事による、ほぼ無人のス
ポーツ映像自動撮影システムの開発を実施。また、撮影した動画コンテン
ツをビジネス化する上での権利関係の整理・処理モデルを構築。

（出典：日本アイスホッケー連盟）

(公社)日本トライアスロン連合≪会員プラットフォームの構築≫ (公財)日本卓球協会≪副業人材を活用した運営サポート≫
「選手の育成と、更なる普及拡大」というビジョンのもと、支える人材がいな
い地方協会の継続的な運営を実現するため、協会外の副業人材を活
用して地方協会運営をサポート。主にITツール導入・業務効率化支援を
実施した。人材確保・ITサポートによる地方協会との協業を通して、日本
卓球協会と地方協会の連携を深め、今後はガバナンス強化・事業化支
援まで広げることを予定。

「社会に調和と融合するトライアスロンの普及活動の推進」というビジョンの
もと、一元管理が出来ていなかった選手の大会エントリー情報やリザルト、
練習記録、写真などの情報を集約。選手の活動データをプラットフォーム
上に一元管理・ビックデータ化をすることで、選手に対するサービス向上だ
けでなく、安心安全な大会運営に役立てるほか、将来的には関連企業や
団体へデータを提供し、新サービス・商品の開発や販売促進に活用を行
う。

（出典：JTUトライアスロン動向調査）
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